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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

5/26 現在 

父島 

98/100 

母島  

100/100 

４月気象状況    （父島）

最高気温   24.7℃ 

最低気温   13.5℃ 

平均気温   20.1℃ 

平均湿度   78％ 

月降水量  119.5mm

住民基本台帳登録者数（5/1）    

             2,356 人 

             父島      母島    

  人口      1,914 人   442 人 

  世帯      1,030 人  236 人 

短期滞在者     14 人     11 人 

ＮＯ．５１３ 

平成1８年(2006) 

６/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 

小笠原諸島振興開発審議会について 
 

 小笠原諸島は、返還以降、国の特別措置法に基づく振興開発計画に沿って各種事業が実施されています。 

現在の計画は、平成１６年度を初年度とする５カ年計画となっていますが、この計画を策定した際は、ＴＳＬ就航を

見据えたものとなっていました。しかしＴＳＬについては、昨年１１月に就航断念となり、計画も見直しを行うことと

なりました。計画は、国が示す「小笠原諸島振興開発基本方針」に基づいて東京都が定めており、この基本方針の変更

について４月２６日に国の振興開発審議会が開かれました。 

村としては、これに先立ち交通アクセスの問題、特に航空路の開設について改めて働きかけてきたところ、今回の基

本方針変更案では「遠隔外海離島である小笠原諸島にとって、高速交通アクセス手段の確保は喫緊の課題である。」と交

通アクセスに関して、今まで以上に踏み込んだ表現が盛り込まれました。また、観光振興については閑散期対策の強化

や、多種多様な観光の展開などに積極的に取り組むこととされています。今後はこの基本方針に基づき、村の計画案を

踏まえて東京都が振興開発計画変更案を策定します。 

なお、航空路については、国が平成１５年に示した「新たな空港整備プロセス（手順）」において、村民等、関係者間

の合意形成を求めています。村としては、今後、東京都と連携し、国が求める手順に従って合意形成を図りつつ、返還

以来の悲願である「航空路の早期開設」を目指してまいりますので、村民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

また、５月をもって審議会委員の異動がありました。長年ご活躍いただいた委員の皆様に対し感謝申し上げると共に、

新委員には今後のご指導・ご支援をお願いしたいと思います。 
 

【小笠原諸島振興開発審議会委員（敬称略）】 

 《新任委員》                      《再任委員》 

  青 野 由 利（毎日新聞社論説委員）          岡 本 伸 之（立教大学観光学部教授） 

  和 泉 雅 子（女優）                 海 津 ゆりえ（資源デザイン研究所代表取締役） 

  今 村 皓 一（財団法人小笠原協会理事）        楓   千 里（ＪＴＢパブリッシング法人事業部長） 

  川 嶋 康 宏（社団法人日本港湾協会理事）       石 原 慎太郎（東京都知事） 

  工 藤 裕 子（中央大学法学部教授）          池 田  望 （小笠原村議会議長） 

  鈴 木 正 明（全国市長会事務総長）          森 下 一 男（小笠原村長） 

  園 田 正 彦（三井物産戦略研究所国土･地域振興室長） 
 

《退任された委員》 

赤保谷 明 正（財団法人日本食肉センター理事長） 

秋 元 敏 文（日本消防協会理事長） 

小豆畑  孝 （財団法人小笠原協会会長） 

岩 崎 美紀子（筑波大学大学院教授） 

北 村 節 子（読売新聞東京本社調査研究本部主任研究員） 

沼 田 早 苗（写真家） 

山 下 生比古（日本港湾コンサルタント取締役相談役） 
 

 

●問合せ先 総務課企画政策室 ２－３１１１ 
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街
並
み
づ
く
り
モ
デ
ル 

助
成
成
果
報
告
会 

 

父
島
の
西
町
・
東
町
地
区
の
街
並
み
景
観
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
２
月
か
ら
「
街
並
み
景
観

を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
、
小
笠
原
ら
し
い
景
観
・

街
並
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
整
理
し
、
景
観

上
特
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
に
つ
い
て
の
手

引
書
と
し
て
「
小
笠
原
ま
ち
な
み
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

昨
年
12
月
に
、
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
モ

デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
募
集
し
、
審
査
の
上
、
助
成

を
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
、
決
定
し
た
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て
、
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す 

【
日
時
】
６
月
２
日
（金
）
午
後
１
時
30
分
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

南
島
外
来
植
物 

除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

  

村
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
、
主
に
南
島
に
お
い
て

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
（ク
リ
ノ
イ

ガ
等
）の
除
去
を
行
い
、作
業
を
通
じ
て
小
笠
原
の
外

来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
１
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
い
て
、
村
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
５
日
（水
） 

 
 
 
 
 

午
前
８
時
15
分 

青
灯
台
集
合 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分 

青
灯
台
着
予
定 

【
定
員
】
13
人
（先
着
順
） 

【
作
業
内
容
】
南
島
に
お
け
る
除
草
作
業 

【
申
込
期
限
】
６
月
30
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

父
島
返
還
祭
出
演
者
・
出
店
者
募
集 

  

６
月
24
日
（
土
）
に
小
笠
原
諸
島
返
還
を
記
念
し

て
、
父
島
返
還
祭
を
開
催
し
ま
す
。 

 

当
日
の
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
お
よ
び
会
場
に
出
店
す

る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

 

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
日
時
】
６
月
24
日
（土
）
午
後
５
時
～ 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開 

 
◎
情
報
公
開
制
度 

 
情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

公
開
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
17
年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
情
報
公
開
】 

 

《
請
求
件
数
》
８
件 

 

《
公
開
件
数
》
８
件
（全
部
公
開
３
、
一
部
公
開
５
） 

 

※
一
部
公
開 

公
開
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分 

 
 

 
 

を
除
い
て
公
開
す
る
こ
と
。 

【
任
意
的
公
開
（簡
易
な
情
報
公
開
）】 

 

《
公
開
件
数
》
35
件 

 

◎
個
人
情
報
保
護
制
度 

  

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
、

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

開
示
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
17
年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
請
求
件
数
】
０
件 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

硫
黄
島
掃
海
訓
練
に
よ
る
操
業
制
限 

 

硫
黄
島
周
辺
海
域
で
防
衛
庁
に
よ
る
掃
海
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
期
間
中
は
制
限
水
域
で
の

航
行
や
操
業
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
６
月
23
日
（金
）～
７
月
２
日
（日
） 

【
制
限
水
域
の
範
囲
】 

左
図
の
と
お
り
（
ア
～
ウ
区
域
） 

【
制
限
事
項
】 

制
限
水
域
内
の
航
行
お
よ
び
漁
業
の
操
業
の

禁
止 

 

            

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
営
バ
ス
運
賃
改
定 

 

村
営
バ
ス
の
運
賃
は
、
６
月
１
日
か
ら
、
村
民
・ 

村
民
以
外
の
運
賃
区
分
を
な
く
し
、大
人
２
０
０
円
、

小
人
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。 

 

乗
降
自
由
券
は
、 

 

１
日
乗
車
券 

 

７
０
０
円
（
小
人
３
５
０
円
） 

２
日
乗
車
券 

１
２
０
０
円
（
小
人
６
０
０
円
） 

３
日
乗
車
券 

１
６
０
０
円
（
小
人
８
０
０
円
） 

と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
６
月
１
日
か
ら
村
営
バ
ス
の
運
行
お
よ
び

営
業
所
業
務
が
（有
）父
島
タ
ク
シ
ー
に
委
託
さ
れ
ま

す
。
運
行
内
容
や
利
用
方
法
は
今
ま
で
と
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ま
で
同
様
、
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

６
月
は
例
年
シ
ロ
ア
リ
が
大
量
群
飛
（ス
オ
ー
ム
）

し
ま
す
。
一
年
の
中
で
対
策
の
要
と
な
る
６
月
、
村

で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺
の
総

合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
、
被
害
兆
候
の
見
つ
け

方
な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
お
よ
び
家
屋
の
点
検
や

樹
木
の
駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
有
料
で
保
証
付
防
蟻
処
理
を
行
い
ま
す
。

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も
な

く
切
れ
る
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
方
な
ど
、
心
当

た
り
の
方
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
対
策
日
程
】
６
月
８
日
（木
）～
18
日
（日
） 

【
対
策
内
容
】 

 

○
父
島
・
母
島
の
総
合
対
策 

 

○
相
談
・
点
検
・
樹
木
の
駆
除
作
業
（無
料
） 

 

○
保
証
付
の
防
蟻
処
理
（有
料
） 

【
予
約
期
間
】
６
月
１
日
（木
）～
16
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

点
検
、
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
随
時
受

け
付
け
ま
す
が
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 
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※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（有
料
）は
、
商

工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

６
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

 

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

６
月
の
実
施
は
初
旬
（共
勝
丸
第
１
便
目
）に
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

【
排
出
の
手
順
】 

 

①
メ
ー
カ
ー
名
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
確
認 

 

②
村
役
場
で
メ
ー
カ
ー
番
号
と
品
目
番
号
を
確
認 

※
特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断
が

難
し
い
た
め
、
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

③
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
振
込
用
紙
へ
の
記
入 

※
記
入
内
容
を
誤
る
と
、
搬
出
当
日
に
引
き
取
り

が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

④
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込
む 

 

⑤
お
知
ら
せ
し
た
日
時
に
港
に
持
ち
込
む 

 

【
受
付
時
間
】 

《
父
島
》
午
前
７
時
15
分
～
９
時 

《
母
島
》
午
前
10
時
～
11
時 

※
海
上
模
様
等
に
よ
り
受
付
時
間
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
港
へ
持
ち
込
み
の
際
、
海
上
運
搬
料
金
を
現

金
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

  
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

資
源
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て 

 
 
 

～ 

空
き
缶 

と 

金
属 

～ 
  

分
別
に
関
し
て
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
、
空
き
缶

と
金
属
類
に
つ
い
て
、
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

                    
 

     

表
の
品
目
は
一
例
で
す
。
な
お
、
業
務
用
の
金
属

類
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
・
テ

レ
ビ
・
冷
凍
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
も

別
途
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

小
笠
原
小
・
中
学
校 

プ
ー
ル
に
関
す
る
お
願
い 

 

本
校
で
は
、
６
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
に
か
け
て

水
泳
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ

と
に
、
一
昨
年
、
夜
間
に
何
者
か
が
プ
ー
ル
内
に
侵

入
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
即
時
に

水
質
検
査
を
行
い
、
結
果
が
出
る
ま
で
は
プ
ー
ル
の

使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
検
査
結
果
に
よ
っ
て

は
、
水
の
総
入
れ
替
え
を
行
な
い
、
そ
の
費
用
も
莫

大
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

多
く
の
児
童
・
生
徒
は
、
プ
ー
ル
の
時
間
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ー
ル
の
使
用

が
で
き
な
く
な
る
と
、
学
校
の
教
育
課
程
の
適
正
な

進
行
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

現
在
で
は
、
警
察
署
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
、

深
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
島
民
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
、
多
く
の
目
が
必
要
か
と

存
じ
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

 
 
 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

小
笠
原
小
学
校
・
小
笠
原
中
学
校 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

父
島
図
書
室
で
は
、
郷
土
小
笠
原
に
関
す
る
資
料

を
広
く
集
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
誰
も
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
、
次
の
時
代
へ
の
文
化
遺
産
と
し
て
保

存
し
て
い
く
こ
と
は
図
書
館
の
重
要
な
使
命
の
一
つ

で
す
。 

な
お
、
６
月
は
返
還
記
念
月
間
と
し
て
一
部
の
資

料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
の
未
来
に

願
い
を
込
め
た
「ウ
ィ
ッ
シ
ュ
・ツ
リ
ー
」も
作
成
中
で

す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
・
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

【
小
笠
原
資
料
収
集
ご
協
力
の
お
願
い
】 

 
 

地
域
の
皆
様
か
ら
の
資
料
の
寄
贈
、
情
報
の
提

供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

○
小
笠
原
関
係
の
資
料
で
し
た
ら
新
旧
に
こ
だ
わ

り
ま
せ
ん
。 

○
各
事
業
所
等
で
刊
行
物
を
作
成
し
た
場
合
に 

は
、
開
架
用
・
保
存
用
の
２
部
を
ぜ
ひ
御
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

○
小
笠
原
関
係
資
料
は
、
現
在
約
５
０
０
冊
の
蔵

書
が
あ
り
、
貸
出
可
能
な
１
階
開
架
コ
ー
ナ
ー

と
、
閲
覧
の
み
の
２
階
貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

に
あ
り
ま
す
。 

 

【
貴
重
本
の
閲
覧
に
は
予
約
が
必
要
で
す
】 

 

貴
重
本
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
資
料
の
閲
覧
に
は

予
約
が
必
要
で
す
。
閲
覧
希
望
の
方
は
申
込
書
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
予
約
か
ら
閲
覧
ま
で
は
数
日

か
か
り
ま
す
。 

現
在
そ
し
て
未
来
の
小
笠
原
村
民
に
手
渡
す

貴
重
な
記
録
資
料
で
す
。
ご
理
解
の
上
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
資
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も 

検
索
で
き
ま
す
】 

 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
父
島
図
書
室
所
蔵
の
小
笠
原
関
係
資
料
も
検

索
で
き
ま
す
。
ご
自
宅
で
検
索
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
閲
覧
や
貸
出
を
ご
希
望

の
方
は
、
図
書
受
付
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

【
バ
ー
コ
ー
ド
化
準
備
中
で
す
】 

 
 

 
 

図
書
利
用
バ
ー
コ
ー
ド
化
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

新
し
く
利
用
者
用
カ
ー
ド
（植
物
系
生
分
解
性
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）を
作
成
中
で
す
。徐
々
に
切
り
替

え
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
館
内

の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

２
―
３
９
３
９ 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

金属（緑カゴ） 空き缶（黄カゴ） 
  

・飲料缶以外の金属類が対象です。

・缶詰は軽く洗ってください。 

・スプレー缶・カセットボンベ類は

中身を出し切った後、穴を開けて

出してください。 

・家電類の電池は取り外し危険物

（赤カゴ）として出してください。 

・飲料缶だけが対象です。 

・つぶさずに軽く洗ってから出し

てください。 

・袋から出してカゴに入れ、袋は可

燃ごみへ。 

・スクリューボトル（ボトル缶）のキャッ

プは付けて出してください。 
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産
業
祭 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭 

 
今
年
も
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
試
食
・
即
売
や
、

品
評
会
審
査
結
果
の
発
表
を
始
め
、
島
の
食
材
を
用

い
た
創
作
料
理
の
試
食
販
売
の
ほ
か
、夜
店
の
出
店
、

郷
土
芸
能
の
披
露
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
３
日
（土
） 

 
 
 
 
 

午
後
６
時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 
 
 

（
雨
天
時
は
二
見
港
船
客
待
合
所
） 

【
内
容
】 

○
品
評
会
入
賞
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
展
示
お

よ
び
入
賞
者
表
彰 

○
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
販
売
（６
時
35
分
～
） 

○
観
光
協
会
お
い
し
い
会
・
商
工
会
女
性
部
に
よ
る

島
食
材
を
使
っ
た
料
理
販
売
（６
時
35
分
～
） 

○
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
重
さ
当
て
ク
イ
ズ 

○
元
気
な
島
っ
子
は
誰
だ
！ 

○
「パ
ッ
シ
ョ
ン
娘
」「ミ
ス
タ
ー
パ
ッ
シ
ョ
ン
」コ
ン
テ
ス
ト 

○
ぼ
に
ん
囃
子 

○
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン 

○
ナ
ア
・
プ
ア
・
ナ
ニ
・
オ
・
マ
ク
ア
（フ
ラ
） 

○
南
洋
踊
り 

○
夜
店
販
売
（
６
時
～
） 

※
当
日
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
販
売
は
、
多
く
の

お
客
様
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お

一
人
様
１
回
５
箱
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

☆
出
場
者
募
集 

 

【
元
気
な
島
っ
子
は
誰
だ
！
】 

《
参
加
資
格
》
小
学
生
以
下 

《
内
容
》
大
声
な
ど
元
気
良
さ
を
競
い
ま
す
。 

《
賞
品
》
参
加
賞
と
し
て
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
５
個 

《
募
集
人
数
》
15
名
様 

《
応
募
期
間
》
当
日
ま
で 

（
定
員
に
達
し
し
だ
い
受
付
終
了
） 

 

【
パ
ッ
シ
ョ
ン
娘
・
ミ
ス
タ
ー
パ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
】 

《
参
加
資
格
》
中
学
生
以
上
の
男
女 

《
内
容
》
パ
ッ
シ
ョ
ン
な
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
な
方

を
選
考
し
ま
す
。 

《
賞
品
》
参
加
賞
と
し
て
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
５
個
、

優
勝
者
に
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
１
ケ
ー
ス 

 

《
募
集
人
数
》
男
女
各
10
名 

《
応
募
期
間
》
当
日
ま
で 

（
定
員
に
達
し
し
だ
い
受
付
終
了
） 

 

※
応
募
者
少
数
の
場
合
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

◎
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会 

 
 

小
笠
原
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
全
国
的
に
認

知
さ
れ
、
よ
り
安
定
的
で
高
品
質
な
生
産
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
品
評
会
を

６
月
２
日
（金
）に
母
島
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

 
 
 
 
 
 

（
産
業
観
光
課
内
）
２
―
３
１
１
４ 

 

三
日
月
山
自
然
観
察
、 

戦
跡
遊
歩
道
完
成 

 
 

村
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
の
た
め
に
、
自

然
や
歴
史
、
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
の
遊
歩

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
三
日
月
山
展
望
台
手
前
の
「
父
島
要

塞
大
村
第
二
砲
台
跡
」
に
遊
歩
道
を
整
備
し
ま
し
た

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

テ
レ
ビ
利
用
減
額
免
除
制
度 

  

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
で
は
、
次
の
条

件
に
該
当
す
る
世
帯
組
合
員
に
つ
い
て
、
利
用
料
の

減
額
免
除
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
テ
レ

ビ
管
理
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
全
額
免
除
】 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合 

○
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
が
行
わ
れ
た
区
域
内

に
お
い
て
、
半
壊
、
半
焼
ま
た
は
床
上
浸
水
以

上
の
程
度
の
被
害
を
受
け
た
建
物
を
有
す
る

場
合 

 

【
半
額
免
除
】 

世
帯
を
構
成
す
る
者
す
べ
て
が
村
民
税
非
課

税
で
あ
り
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
場
合 

○
世
帯
の
中
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、
聴

覚
、
肢
体
不
自
由
一
、
二
級
）
を
有
す
る
者
が

い
る
場
合 

○
世
帯
の
中
に
、
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別
項
症
、

第
一
款
症
）
を
有
す
る
者
が
い
る
場
合 

○
世
帯
の
中
に
、精
神
疾
患
を
有
す
る
者（
一
度
、

二
度
）
に
該
当
す
る
者
が
い
る
場
合 

○
世
帯
の
中
に
、
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る

場
合 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

      

森
林
生
態
系
保
護
地
域
設
定
委
員
会 

お
よ
び
住
民
説
明
会
の
開
催 

 
林
野
庁
で
は
、
世
界
的
に
貴
重
な
小
笠
原
固
有
の

森
林
生
態
系
を
保
護
す
る
た
め
、
国
有
林
を
対
象
に

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
を
検
討
す
る
「小
笠

原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
設
定
委
員
会
（第
３

回
）」を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
本
委
員
会
に
あ
わ
せ
て
、
住
民
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
設
定
委
員
会 

 

【
日
時
】
６
月
９
日
（金
）
午
後
２
時
30
分
～
５
時 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

◎
住
民
説
明
会 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
９
日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
10
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

◎
ア
カ
ギ
駆
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

７
月
８
日
（土
）に
母
島
桑
ノ
木
山
で
ア
カ
ギ
駆
除

を
行
う
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
の
村
民
だ
よ
り
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

硫
黄
島
３
島
展 

 

南
硫
黄
島
や
北
硫
黄
島
の
特
大
パ
ネ
ル
、
硫
黄
島

訪
島
事
業
の
写
真
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

【
期
間
】
６
月
１
日
（木
）
～
７
月
10
日
（月
）
の
間

の
入
港
中
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
） 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

講
演
会
「す
べ
て
見
せ
ま
す
！ 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
（仮
）」 

 

【
日
時
】
６
月
５
日
（月
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

【
講
師
】
横
井 

謙
一
（
近
畿
大
学
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
自
然
公
園
係 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 
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小
笠
原
か
ら
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が

発
生
し
て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防

疫
法
に
よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

         

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.pps.go.jp/ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、６
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
６
月
12
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 
小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

今
月
、
小
笠
原
高
校
で
は
、
ビ
ー
デ
祭
お
よ
び
授

業
公
開
を
行
い
ま
す
。 

大
勢
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ビ
ー
デ
祭 

 

今
年
か
ら
６
月
開
催
に
な
り
ま
し
た
。 

【
日
時
】
６
月
11
日
（日
） 

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分 

【
内
容
】
本
校
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
、
展
示
、
ス
テ
ー 

ジ
発
表
な
ど 

【
そ
の
他
】
図
書
室
蔵
書
入
れ
替
え
に
伴
う
処
分
図

書
を
ご
希
望
の
方
に
お
配
り
し
ま
す
。 

 

◎
授
業
公
開 

 

【
期
間
】
６
月
19
日
（月
）～
23
日
（金
） 

【
時
間
】
午
前
８
時
20
分
～
午
後
３
時
20
分 

（
１
時
限
目
～
６
時
限
目
） 

 

※
時
間
割
は
当
日
に
受
付
で
配
付
し
ま
す
（電
話

で
の
お
問
い
合
わ
せ
も
可
能
で
す
。）。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

チ
ー
フ
調
理
員
募
集 

 

【
応
募
資
格
】
栄
養
士
ま
た
は
調
理
師
資
格
取
得
者 

 

【
仕
事
内
容
】
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
業
務 

 

【
勤 

務 

日
】
月
～
金
曜
日 

 

【
勤
務
時
間
】 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
内
５
時
間
程
度 

 

【
勤
務
期
間
】
７
月
１
日
～
（
応
相
談
） 

 

【
応
募
期
限
】
６
月
15
日
（木
） 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
９
１
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
15
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
16
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を 

島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
６
月
23
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
６
月
１
日
（木
）
～
21
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

７
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

７
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
５
８
０
円
（
＋
１
０
２
０
円
） 

小
人 

４
２
９
０
円
（
＋
５
１
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
９
０
円
（
＋
５
１
０
円
） 

小
人 

２
１
５
０
円
（
＋
２
６
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
８
０
円
（
＋
６
６
０
円
） 

小
人 

２
８
０
０
円
（
＋
３
４
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
７
１
７
円
（
＋
６
５
３
円
） 

《
２
等
品
》
８
１
７
２
円
（
＋
６
１
２
円
） 

《
３
等
品
》
７
６
２
８
円
（
＋
５
７
２
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
７
３
円
（
＋
65
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
５
８
円
（
＋
49
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

ア
サ
ガ
オ
属
（
あ
さ
が
お
）、

イ
ポ
メ
ア
属
（
さ
つ
ま
い
も
、

こ
だ
ち
あ
さ
が
お
、
ぐ
ん
ば

い
ひ
る
が
お
）、
ヒ
ル
ガ
オ
属

植
物
の
生
茎
葉
お
よ
び
生
塊

根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 
 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

  

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時 

 
     

～
午
後
５
時
） 

時 

間 
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小
笠
原
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ナ
イ
ト
（父
島
） 

  

１
年
の
中
で
最
も
夜
の
時
間
が
短
い
夏
至
の
時
期

に
、
み
ん
な
で
電
気
を
消
し
ま
し
ょ
う
。 

合
言
葉
は
「
電
気
を
消
し
て
、
ス
ロ
ー
な
夜
を
」。 

 

今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し 

て
み
ま
せ
ん
か
。
エ
コ
の
島
を
目
指
す
小
笠
原
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。 

【
参
加
方
法
】 

 
 

６
月
20
日
、
21
日
の
午
後
８
時
か
ら
10
時
の

間
に
な
る
べ
く
電
気
を
使
わ
ず
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。
事
業
所
、
自
動
販
売
機
な
ど
も
消
灯
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

【
６
月
21
日
の
発
電
量
の
推
移
】 

 

《
平
成
15
年
》
７
０
４
０ 

キ
ロ
ワ
ッ
ト 

 

《
平
成
16
年
》
６
４
７
０ 

キ
ロ
ワ
ッ
ト 

 

《
平
成
17
年
》
６
３
１
５ 

キ
ロ
ワ
ッ
ト 

 

●
問
合
せ
先 

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
小
笠
原
（
清
水
） 

 

２
―
３
３
８
６ 

 

島
で 

あ
そ
び
隊
！ 

 

昨
年
度
、
実
施
し
ま
し
た
文
部
科
学
省
委
託
事
業

「あ
そ
び
の
達
人
教
室
」終
了
の
跡
を
受
け
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ

（ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
）主
催
「
島
で
あ
そ

び
隊
」
が
６
月
よ
り
父
島
で
始
ま
り
ま
す
。 

「自
分
た
ち
が
暮
ら
す
小
笠
原
に
つ
い
て
知
る
」と

い
う
主
旨
で
、
年
間
20
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。「
達
人
」
同
様
「
あ
そ
び
隊
」
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

【
カ
メ
パ
ン
を
つ
く
り
隊
！
】
※
予
約
制 

ウ
ミ
ガ
メ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
カ
メ
の
形
の
パ

ン
を
焼
い
て
み
よ
う
！ 

《
日
時
》
６
月
18
日
（日
） 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 
 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》 

弁
当
、
飲
物
、
帽
子
、
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ 

    
 

【
海
辺
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
当
日
受
付 

前
浜
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

《
日
時
》
６
月
28
日
（水
） 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
玄
関
前 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
小
・
中
学
生
対
象
） 

 
 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
帽
子 

 

【
予
約
方
法
】
※
予
約
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。 

島
で
あ
そ
び
隊
の
申
し
込
み
は
電
話
で
は
な

く
、
用
紙
で
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
申
込
者
に
は
追
っ
て
連

絡
い
た
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
小
学
校
お
よ
び
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
付
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
。
小
学

校
玄
関
に
設
置
し
て
あ
る
回
収
箱
に
入
れ
る
か
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
期
限
】
６
月
７
日
（水
） 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
の
見
学
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。） 

○
屋
外
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
天
候
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

あ
そ
び
隊
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
（父
島
） 

 

【
日
時
】
６
月
25
日
（日
）
正
午
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 

千
葉 

 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 
 
 
 
 
 
 

永
合 

 
 
 
 

２
―
３
０
０
５ 

 

                                       

                                       

た
い 

地産地消のすすめ 
【夏物野菜類を計画栽培します】・・・・・ 生産者を募集します 

 

地産地消推進会議では、小笠原の恵まれた気候を利用した夏場の野菜類の計画栽培に取り組みます。 
栽培していただく農家を農協にお願いして募集しているところですが、農業に興味があり計画栽培を希望される一般の方も歓迎し

ますのでぜひお問い合わせください。 
なお、栽培する品種や技術的な指導は農業センターにお願いすることになっています。 
小笠原で栽培された新鮮な野菜類を村民の皆様の食卓に並べる仕組みづくりにご協力をお願いします。 

 

【構成メンバーを強化】 
 

地産地消推進会議がスタートして約２年が経過しましが、会議を重ねるうちに「地産地消」をより具体的なものとして実現させる

ためには、委員の構成を強化する必要が生じてきています。 
そこで、農協・漁協・商工会・観光協会に加え、新たに農業者、流通業者、美味しい会そして小笠原支庁から委員を出してもらう

ことにしました。現在それぞれの関係機関に委員の人選をお願いしているところです。 
 

◆ 島ウメイロの水餃子 ◆ 
 

 

 
《作り方》 
 

① オクラ、えのき、万能ねぎをみじん切りにする。 

② ウメイロのすり身と①をよく混ぜ合わせ、お好みで塩・コショウで下味を付

ける。 

③ ②を餃子の皮で包む。（具が多いと崩れやすくなるので気持ち少なめに  

する。） 

④ 鍋に水１２００ccと鶏がらスープを入れて温め、塩・コショウで味を調える。 

⑤ ④が沸騰したら③の餃子を入れ、３～４分煮ればできあがり。 

《材料》４人前 
 

Ａ：ウメイロのすり身（※）1/2パック 
Ｂ：餃子の皮      １袋     

Ｃ：オクラ       ２袋 

Ｄ：えのき       １袋 

Ｅ：万能ねぎ      ５, ６本 

Ｆ：鶏がらスープの素  小さじ６ (15 g) 

Ｇ：塩・コショウ    少々 

 

栄養価が高く、消化も良い魚のすり身の料理です。 

（※）ウメイロのすり身は、小笠原島漁協の加工部で製造・販売しています。あらかじめ味付けしてあるので間単に調理できます。 
   また、卵などの食物アレルギーの方には、事前に相談すれば使用しないでもらうこともできるそうです。 

●問合せ先 地産地消推進会議 

（村役場内） ２－３１１１
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ７６ 号 ― 

 
 

くちの健康！よく噛みましょう！ 
 6 月４日はむし歯予防の日です。そこで今月は、島田耕輔先生（母島診療所歯科医師）に口の健康について書いていただきました。

歯医者さんは「むし歯があるかないか」診ているだけではありません。歯や義歯（入れ歯）も含めて、噛みあわせや飲み込みがうま

くできているかなど、口の中全体の健康を診ています。 

 

 

 

 

 

 

                                                         

                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                             

 

 

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係２－3939 

イルカ：今週のゲストは田澤恵子さんです。田澤さんには小学３年生、５年生、中学１

年生になる３人のお子さんがいます。お子さんの口腔ケアについて聞かせてください。 

田澤さん：以前、島にいた歯科医師から「子供の歯の健康は小学６年生までは親の責任」

と聞いていたので、毎晩、夫と交代で子供たちの歯みがきとフロス（糸状の歯間みがき）

をしています。歯の生え始めからずっと口の中を覗いているので、乳歯が抜けて大人

の歯に生え変わっていくのを子供と一緒に楽しんで見守ることができました。学校で

も昼食後に歯磨きをするようになったようです。 

イルカ：生涯健康を保つためには、子供時代に適切な生活習慣を身につけることが大切

なのですね！ ありがとうございました。 

【イルカの伝言板のゲスト募集中！！】 

 健康に関するミニコラムや体験談などを書いていただける方を募集しています。興味

がある方はご連絡ください。 

 

よく噛むことが大事です！ 

「よく噛んでゆっくり食べなさい！」 

子供のころからよく聞くこの言葉の医学的根拠は？ 

１、食べ物をよく噛んで唾液と混ぜることで、胃・腸からの栄養分の 

吸収効率を高くする。 

２、よく噛んでゆっくり食べることにより、満腹中枢が刺激されて食 

べすぎを防止できる。 

３、よく噛むことにより、脳血流量が増えて脳が活性化する。 

その他にも健康に良いことが沢山ありすぎて紹介しきれません。 

知っていましたか？口は「内臓」なのです。 

島田先生よりメッセージ 

「くち」の代表的な感染症（むし歯や歯周病）は、

皮膚の傷のように自然に治ってくれません 。 

早めに受診して今より健康になりましょう。 

口って大切なんだなぁ！「医食同源」という

言葉があるくらいなので、口の健康が全身の

健康に関わってくるってことなんだね！ 

えっ、口が内臓なの？ と不思議に思われるかもしれませんが、

口は食べ物を取り入れ、胃、小腸で吸収しやすいように酵素（唾

液）を出す消化器官です。内臓である証拠として胃、小腸、大腸

と同じく、口の中は柔らかい粘膜に覆われているんですよ！ そ

して唯一、外から見ることができ、自分で綺麗にできる内臓です。

その中でも大きな役割を担っているのが歯です。 

医食同源（いしょくどうげん） 
 

病気の治療も普段の食事もともに人間の生命

を養い健康を維持するためのもので、その源

は同じであるとする考え方。中国では古くか

ら言われている。（大辞林より） 

イルカの伝言版 
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育
児
学
級 

 

◎
歯
科
（父
島
） 

 

【
対
象
者
】 

１
～
１
歳
６
か
月
児
、
２
～
２
歳
６
か
月
児 

【
内
容
】
歯
科
衛
生
士
の
話
、
相
談 

【
日
時
】
６
月
７
日
（水
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
子
供
用
歯
ブ
ラ
シ 

 

◎
離
乳
食 

ご
っ
く
ん
ク
ラ
ス
（父
島
） 

 

【
対
象
者
】
３
～
６
か
月
児 

【
内
容
】
離
乳
食
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
栄
養

士
の
話
と
調
理
実
習 

【
日
時
】
６
月
９
日
（金
）
午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
教
室 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 
 

 
 

◎
離
乳
食 

も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス
（父
島
） 

 

【
対
象
者
】
７
～
10
か
月
児 

【
内
容
】
離
乳
食
後
期
か
ら
完
了
期
に
か
け
て
の
栄

養
士
の
話
と
調
理
実
習 

【
日
時
】
６
月
９
日
（金
）
午
前
11
時
～
正
午 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
教
室 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

◎
離
乳
食
（母
島
） 

 

【
対
象
者
】
３
～
10
か
月
児 

【
内
容
】
離
乳
食
初
期
か
ら
完
了
期
に
か
け
て
の
栄

養
士
の
話
と
調
理
実
習 

【
日
時
】
６
月
16
日
（金
）
午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
15
日
（木
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
17
日
（土
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 
※
歯
科
健
診
時
の
サ
ホ
ロ
イ
ド
塗
付
に
つ
い
て 

今
ま
で
、
歯
科
健
診
で
必
要
な
方
に
対
し
、
サ
ホ

ロ
イ
ド
塗
付
（銀
塗
付
）を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
サ

ホ
ロ
イ
ド
塗
付
は
治
療
行
為
で
あ
り
、
安
全
な
環
境

で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
歯

科
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
２
―
３
９
３
９ 

              

          

専
門
診
療 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
24
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
27
日
（火
）
午
前 

 
 
 
 
 
 

28
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

29
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

30
日
（金
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

◎
小
児
科 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
16
日
（金
） 

午
前
８
時
30
分
～
10
時 

 
《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
16
日
（金
） 

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所  

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
つ
い
て 

  

世
界
遺
産
の
登
録
地
域
に
す
る
た
め
に
は
、
国
立

公
園
、天
然
保
護
区
域
、原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
、

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
国
内
法
や
制
度
に
よ
っ
て

規
制
し
、
自
然
保
護
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前

提
条
件
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
小
笠
原
で
も
遺

産
登
録
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
各
法
規
制
等
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
自
然
の
保
護
担
保
強
化
の
検
討
が
な

さ
れ
ま
す
。 

現
在
、
各
規
制
の
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
の
一
つ
と
し
て
、
５
月
11
日
に
東
京
四
谷
で
第

２
回
森
林
生
態
系
保
護
地
域
設
定
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
林
野
庁
か
ら
保
護
地
域
の
設
定
の
考
え
方
お
よ

び
保
護
地
域
設
定
案
等
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
全
国
27
箇
所
、

小
笠
原
諸
島
で
は
母
島
東
岸
（石
門
周
辺
地
域
）が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
設
定
委
員
会
で
は
、
小
笠
原
諸
島
全
域
の

国
有
林
を
対
象
に
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
は
】 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
原
生
的
な
天
然
林

を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
生
態
系
か
ら
な

る
自
然
環
境
の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、
遺
伝
資

源
の
保
存
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
定

さ
れ
る
保
護
林
で
す
。 

 

【
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
区
分
】 

  
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
保
存
地
区
（
コ
ア 

ゾ
ー
ン
）
と
保
全
利
用
地
区
（
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。 

虫歯予防の日 

６月 ４日 
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保
存
地
区
で
は
、
固
有
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
森

林
生
態
系
の
保
全
・
回
復
に
必
要
な
事
業
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
学
術
研
究
、
遺
伝
資
源
利
用
並
び
に
災
害

後
の
応
急
処
置
以
外
は
原
則
と
し
て
人
手
を
加
え
ず
、

自
然
の
推
移
に
委
ね
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
保
全
利
用
地
区
で
は
、
保
存
地
区
の

森
林
生
態
系
に
影
響
が
及
ば
な
い
範
囲
で
自
然
的
条

件
等
に
応
じ
て
森
林
の
教
育
的
利
用
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

村
で
は
、
世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
す
一
方
、
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
住
民
生
活
に
多
大
な
支
障
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
に

も
深
く
関
わ
り
、
意
見
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
23 

「
聟
島
列
島
の
親
子
イ
ル
カ
」 

 

               

 

昨
年
度
か
ら
始
め
て
い
る
聟
島
列
島
で
の
イ
ル
カ

調
査
で
す
が
、
聟
島
列
島
で
の
み
発
見
さ
れ
て
い
る

親
子
イ
ル
カ
が
い
ま
す
。
母
親
は
（写
真
上
）個
体
識

別
番
号
＃
１
５
７
で
、
そ
の
子
供
は
（写
真
下
）個
体

識
別
番
号
＃
１
７
０
で
す
。
母
親
は
尾
ビ
レ
の
欠
損

が
特
徴
的
で
、
大
変
識
別
し
や
す
い
イ
ル
カ
で
す
。 

こ
の
親
子
イ
ル
カ
は
、
父
島
列
島
周
辺
で
一
度
も

発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
イ
ル

カ
調
査
隊
の
聟
島
列
島
で
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
に

５
回
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
５
回
と
も
こ
の
母
親

を
発
見
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
イ
ル
カ
の
親
子
は
、
聟
島
列
島
だ
け
に
生
息

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

第
10
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
新
規
認
定
講
習
会 

 

【
日
時
】
６
月
28
日
（水
） 

昼
の
部 

午
後
２
時
～
５
時
ご
ろ 

夜
の
部 
午
後
６
時
～
９
時
ご
ろ 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
内
容
】
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
お
よ
び 

小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学 

【
対
象
者
】
15
歳
以
上
（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
ク
ジ

ラ
お
よ
び
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
し
た
い
方
） 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
飲
み
物 

【
申
込
期
限
】
６
月
27
日
（火
）午
前
中
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
60 

 

― 

今
年
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
少
な
い
？ 

― 

 

毎
年
２
、
３
月
に
な
る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

「
○
○
で
ペ
ア
ガ
メ
見
た
よ
！
」「
○
○
で
足
跡
が
あ

っ
た
よ
。」
と
い
う
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
。
し
か

し
、
今
年
は
そ
の
よ
う
な
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

最
高
産
卵
巣
数
を
記
録
し
た
昨
年
に
比
べ
る
と
大
き

な
差
で
す
。 

一
番
身
近
な
大
村
海
岸
を
例
に
挙
げ
る
と
、
昨
年

は
５
月
17
日
の
時
点
で
す
で
に
13
上
陸
５
産
卵
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
ま
だ
２
上
陸
１
産
卵

で
す
。
島
内
で
も
、
簡
単
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
も

の
の
、
例
年
産
卵
の
多
い
浜
で
も
ま
だ
上
陸
跡
す
ら

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。 

こ
れ
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
個
体
数
が
急
激
に
減

少
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
カ
メ
の
産
卵
に
戻
っ
て
く

る
間
隔
（産
卵
回
帰
年
数
）が
そ
れ
ぞ
れ
個
体
に
よ
り

異
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
、
何
年
か

に
一
度
、カ
メ
の
産
卵
の
少
な
い
年
が
あ
る
こ
と
が
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
（
図
１

参
照
）。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
産
卵
期
に
な
る
と
、

夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
泊
り
込
み
調
査
を
行
い
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
カ
メ
に
標
識
を
つ
け
て
い
ま
す
。

標
識
を
つ
け
た
カ
メ
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、

小
笠
原
で
見
ら
れ
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
回
帰
年

数
が
わ
か
り
ま
す
。そ
の
幅
は
、２
年
か
ら
５
年
で
、

４
年
周
期
で
小
笠
原
に
戻
っ
て
く
る
カ
メ
が
最
も
多

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。 

 

こ
の
産
卵
回
帰
年
数
を
他
の
海
域
と
比
較
す
る
と
、

中
米
（コ
ス
タ
リ
カ
）は
３
年
、
南
米
（ス
リ
ナ
ム
）は

２
年
、
ハ
ワ
イ
（フ
レ
ン
チ
・
フ
リ
ゲ
ー
ト
礁
）は
２

年
が
最
も
多
く
、
小
笠
原
が
一
番
長
い
年
数
で
回
遊

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
同
時
に
、
繁

殖
の
早
さ
が
中
で
も
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。 

ど
の
よ
う
な
条
件
が
揃
え
ば
カ
メ
が
産
卵
回
帰
す

る
の
か
？ 

こ
れ
に
は
、
気
温
、
水
温
、
海
流
、
餌
場

で
の
餌
の
状
況
が
関
係
し
て
い
る
の
か
？ 

今
後
、

様
々
な
方
面
か
ら
検
証
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
の
産
卵
期
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
か
？ 

６
月
か
ら
７
月
の
産

卵
ピ
ー
ク
を
目
前
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
気
合
が
入
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

                                  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 
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親イルカ（＃157）と子イルカ（＃170）

親イルカ（＃157）の尾ビレ 
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図２ 父島列島における 

アオウミガメの産卵回帰年数

年数 

個体数 

年

図１ 父島列島における 

産卵巣数の推移（１９９３－２００５）



入港日 小児科専門診療

ビジターセンター「硫黄島3島展」（～7/10） 育児学級「離乳食」（母島）

高齢者在宅サービスセンター調理員応募締切

街並みづくりモデル助成成果報告会 東京三弁護士会法律相談（父島）

パッションフルーツ祭 乳幼児健診・歯科健診（父島）

高校図書館開放 高校図書館開放

出港日 出港日

講演会「すべて見せます！ 小笠原高校授業公開（～23）

オガサワラヨシノボリ」（父島）

第二東京弁護士会電話無料法律相談申込締切

育児学級「歯科」（父島）

入港日

シロアリ対策事業（～18）

育児学級「離乳食」（父島） 入港日

森林生態系保護地域設定委員会（父島） 硫黄島周辺創業制限期間（～7/2）

森林生態系保護地域設定に関する

住民説明会（父島） 父島返還祭

産科・婦人科専門診療（母島）

森林生態系保護地域設定に関する 高校図書館開放

住民説明会（母島）

母島返還祭

出港日 フリーマーケット（父島）

小笠原高校ビーデ祭

小笠原小学校学校公開 出港日

母島巡回労働相談 産科・婦人科専門診療（父島 ～30）

OWAインタープリター新規認定講習会

村民意見・提案・相談受付窓口

入港日

乳幼児健診・歯科健診（母島） 入港日

東京三弁護士会法律相談（母島） 南島外来植物除去ボランティア申込締切

26 月

12 月
27 火

13 火
28 水

23 金

24 土

火

7 水
21 水

8 木
22 木

17 土

4 日 18 日

16 金

2 金

29 木

11 日

9 金

10 土

3 土

5 月

30 金

25 日

19 月

20
6 火

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日日付 曜日

1 木

14 水

15 木


